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設置期間 平成 26 年 ゲ 月 〜 平成 2コ 年 6 月  ２年間 
 

諮問事項 ガ 琵琶湖 淀川流域 け 課題整理 
2 流域対策 あ ⽅ 統合的流域管理 実現 可能性 
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 多々納 裕一 京都大学防災研究所水資源環境研究センタ  教授 
 津野     洋 大阪産業大学人間環境学部 生活環境学科 教授 
 中川     一 京都大学防災研究所流域災害研究センタ  教授 

座⻑ 中川   博次 京都大学名誉教授 
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研究会顧問 嘉田 由紀子 わこ成蹊スポ 大学 学⻑， 前滋賀県知事 
 

検討経過 
平成 26 年 カコ 月 ガク 日 趣旨説明 研究会 進 ⽅ 

9 月 29 日 流域 変遷 取組概要 平成 2グ 年台風 ガコ 号洪水 概要 

ガカ 月 2ゲ 日 構成府県市 取組 治水 防災を中心  

平成 2ゲ 年 カガ 月 ガ9 日 主 治水 防災 関 課題 

ク 月 2カ 日 主 利水 水質 関 課題 

ゲ 年 2ゲ 日 主 ⾃然環境 流域⽂化 関 課題 

コ 月 3ガ 日 相互関係 生態系サ ス 評価 ス ス  兵庫県⽴大学 三橋弘宗 講師  
ガカ 月 カガ 日 全体課題 流域 バナンス ス ス   同志社大学 新川達郎 教授  

平成 2コ 年 カガ 月 29 日 総合的 視点 課題解決 － 統合的流域管理 可能性 

 拡大研究会 － 流域のこ から み なで考え ンポ ウム 
 

 

琵琶湖 淀川流域 抱え 課題 解決 ⽅向性 台     第９回研究会 資料  

課題 琵琶湖 淀川流域 い 取 組 べ 課題 
 

河川整備 着実 実施 総合治水 流域治水 推進 
水系一貫 計画的 河川整備  地域特性 応 流域対応 ムtc. 

流域生態系サ ス 総体的 維持 向上 
流域⾃給圏  農林水産業 活性化  ン ン   ⾃然再生 ムtc. 

利水シス 多重化 
代替水源 確保  ネ ワ 多重化  ⾬水 井⼾水利⽤ ムtc. 

総合⼟砂管理 推進 
⼟砂法 区域指定  流⽊を考慮 河道計画  ⼟砂 的平衡 ムtc. 

地下水 保全 
地表水 一体的保全  法的枠組 構築 ムtc. 

水 危機管理 強化 
新技術 情報 活⽤  連携強化  施設運⽤ 改善  流域圏外 水融通 ムtc. 

水 ン ⽼朽化対策 
ス 縮減  選択 集中  上下水一体管理 広域化 ⺠営化 ムtc. 

流域⽂化 個性 繋 再生 
地域 個性 役割 再認識  地域資源を活 経済活 ⾃⽴ ムtc. 

裏⾯ く  
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⽅向性 地域 個性を活 流域 バナンス 実現 向け  － 統合的流域管理 実現 可能性 
 

統合的 流域管理 必要性 
… 課題解決 ⾏政界を越え 流域単位 視点 ⾏政分野を横断 複眼的 視点 必要 
… 流域 暮 人々 共通認識 相互理解 主体的参画 統合的 流域管理 原 ⼒ 

 

流域管理 目標 
… 流域圏を 単位 生態系サ ス 総体的 維持 向上を図 水 起因 ス を軽減

持続可能 水利⽤を実現 こ 将来 わ 圏内住⺠ 享受 福利を最大化 
 

望 い流域管理 あ ⽅ － 重層的 バナンス 
… 流域住⺠ 事業者 市町村 府県 国 各部局 い 流域各主体 連携 協調を基本 
… 課題 対 臨機応変 関係各主体 集 議論 試⾏錯誤を経 意思決定 重層的 バナンス 

 

流域管理 プ セス 関⻄広域連合 果 得 役割？？ － 連携 調整 活 促進  
 

 
 

流域 セス ン  － 使え 共通  
…公開 タ シ ュ ション技術を活⽤ 流域

状態 各種 ス や生態系サ ス
い 流域全体を地先 ベ 定量評価  

…⾃治会 学区 市町村 府県 流域圏 任意
範囲 集計 ⽴場 ⽐較衡量
取組効果 確認 可能  

…流域各主体 特 流域 暮 人々 共通認
識 相互理解 醸成  

…課題 因果関係や便益 帰着構造 分析   

ベス プ ス － 課題解決 ン  
…国内外 参考 広域的 分野横断的

先進事例を収集  
…成功要因 適⽤可能性を分析 流域各主体

使いや い状態 共有  
流域学習 － 流域 バナンス い⼿育  

… 世代 主体 属 人々 幅広
い視点 流域を学ぶ 機会を提供  

…流域 暮 人々 事業者 研究機関 ⾏
政各部局 双⽅向 学 あうこ 重要  

 

ビ ョン 共有
あ べ 将来像 .   ...

課題 設定

解決方策 決定

実施 関 各主体 連携

評価

ビ ョン あ べ 将来像 近 く う、

- 取 組 べ 課題 検討

広域的・分 横断的 視点＆流域 暮 す人々 視点

国内外 ベ ト・プ クテ 等を参考 、

有効 手段 ト ップ 構成 、

- 解決方策 案 検討

- 流域 セ メント 実施・共有

- 国内外 ベ ト・プ クテ 収集・分析・共有

- 総合的 流域学習 推進

- 共有 ビ ョン あ べ 将来像 提案

連携・調整

関 各主体

議論 お膳立

機会・場 く

＋

課題 解決方策 案

提案

活動 進

関 各主体

取組 支援
流域 セ メントを活用し

- 取組効果 確認 事後評価

流域全体

共通認識・相互理解
醸成

流域各主体 議論す た

- 機会・場 く

試
行
錯
誤

積


